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青年海外協力隊への参加と直面した問題と学び
帰国後にWHO/UNICEFのPHCとの出会い
PHCを基盤にした（国際）地域看護の人材育成
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兵庫県立大学 名誉教授 森口育子

（JICA海外協力隊 保健師 1973年参加）



私の青春時代と 青年海外協力隊への参加

• Ｓ３０年代 戦後復興から高度経済成長へ移行の時代

義務教育で憲法と民主主義の重要性を学ぶ

日常生活： 家族・地域の価値観：額へ汗して働くことに価値

貧しいが皆で助け合う

高校時代まで過ごした浜松の“やらまいか”精神

長期にわたるベトナム戦争→戦争に対する憤りと平和

・ Ｓ４０年代 高度経済成長と大学紛争や成田闘争の時代

ベトナム戦争を通してアジア諸国や途上国への関心

途上国での青年海外協力隊（ＪＯＣＶ）の活動を知る

日本の病院・保健所の活動に満足できず、未知への挑戦

↓

第１次オイルショックの１９７３年（S48年）にネパールへ



カトマンズにある

ネパール結核予防会に
派遣される

(1973～1976年）

ネパール唯一の結核専門病院 2年間は看護婦長として臨床看護



重症化してから入院する患者

重症化してから入院する患者
限られた薬と不足

薬以上に効果のある食事と患者の笑顔 入院費がなくなりヒンズー教寺院へ

け結核病院で予想しない問題に直面



病院で患者を待つ看護から地域に出向く公衆衛生チームの活動へ

ネパールの赤ひげ岩村先生へ相談 まずは村に出向く

結核のモデルビレッジづくり協力要請 公衆衛生チームで全戸訪問の結核対策



ネパールでの結核対策と生活からの学び
• 日本とネパールの健康と保健医療の格差を痛感

• 世界の結核対策の基本は同じ（日本での保健師経験）

• 現地に学びその国・地域で実施可能な方法を用いる必要

• 病院で患者を待つのでなく、地域に出向いた活動が重要

• 村では住民の協力を得て住民の生活に合った活動をする
必要（ex 早朝の家庭訪問）

• 村のヘルスワーカーの重要性と研修の必要

• Ｂｕｔ ネパールの人々の生活から「豊かさ」を実感
ゆったりとした時間の流れ、家族・友人・地域の人々の
密接な関係、貧しいがお互いに助け合い・分かち合う

↓

その後の地域保健活動の原点となる



帰国後、ネパールと日本の地域保健活動の共通性
を求め→プライマリヘルスケア（ＰＨＣ) との出会い

WHO/UNICEFのＰＨＣのアルマ・アタ宣言(1978)
「健康は基本的な人権であるにもかかわらず、先進国

と開発途上国の間には明らかな格差があり、同じ国内

においてさえも同様な格差があるがこれらの不平等は

是認できないものである。この不平等格差を解消し、

21世紀までにすべての国民が社会的経済的に生産的な

社会生活ができる健康水準に達するように各国政府、国

際機関及び全てのコミュニティは全力を傾けなければな

らない。ＰＨＣはそのための鍵である。」



ＰＨＣを基盤にした国際地域看護の人材育成

１ 静岡県で保健師教育の試み （1978～1987）

２ インドネシア・南スラウェシ州での地域看護の人

材育成 （1984～2010年）

１）インドネシア看護教育プロジェクトで地域指向

の看護教員育成 （1984～1985）

２)南スラウェシ地域看護推進プロジェクトでの地

域看護リーダーの育成（２001～2010）

３ 兵庫県立大学大学院に国際地域看護領域を

開設し、高度実践家の育成（2004～2011)



Ⅰ 静岡県でのＰＨＣを基盤にした保健師教育の試み
（１９７８－１９８７）

• 先輩保健師の勧めもあり保健師学校の教員に

• ネパールの経験とＰＨＣの考え方を教育に生かしたい

• 国立公衆衛生院（専攻課程）で国内外のＰＨＣから学ぶ

↓

• 保健師の仕事に誇りを持つ教員達との出会い

• ＰＨＣの研究者の指導で教員間でＰＨＣを学習し、保健師教育
にＰＨＣを導入

• 地域保健活動演習と地域実習の改善

↓

全教員（仲間）でＰＨＣを基盤にして現場と教育が一体化した

保健師教育を目指す （静岡県方式）

↓

教育の醍醐味を実感 （教育の原点）



静岡県保健師教育の特集号

静岡県の保健婦教育が保健婦雑誌に２回特集される



WHO事務局長Dr. Mahlerの「看護職への期待
の声明」(１９８５年）により指針

１ 看護職は病院から地域への役割変化を

２ 医者より住民のためになろう

３ 健康問題に関する住民の教育を積極的に

４ 健康開発のための職種間チームへの積極的参加を

５ 非専門職ヘルスワーカーの指導監督を含むPHC組
織のリーダーに

６ ヘルスケアチームの中で意志決定に管理的責任を

↓

看護職は専門職ＰＨＣワーカーとしての責任と役割



インドネシア・南スラウェシ州でのPHCを基盤にした

地域看護の人材育成

第1段階： 看護教員養成校での地域指向の看護教育
（JICA看護教育プロジェクト 1984～1985年）
（国立公衆衛生院の専門課程で研究）

第2段階：ＰＨＣワーカーとしての地域助産師への期待と活動支援
１ 3県での地域助産師の活動実態調査 (1992～1996年）

（国立公衆衛生院の研究課程で研究）
２ パイロット県での地域助産師の質的向上の試み

（JICA南スラウェシ地域保健強化プロジェクト 1997～2002年）
＊１９９７年 アジア経済危機に伴いスハルト政権崩壊

第3段階：地方分権時代の地域看護の強化（2001～2007年）
１ 地域看護指導者育成ための「PHCと看護」国際研修

（2001～2003年）
２ 「地域看護コーディネーター育成プロジェクト」（2005～2007年）

ゴール： 南シラウェシ州地域看護指導者による地域看護の自立発展

「南スラウェシ地域看護自立推進プロジェクト」
（2008～2010年）



日本の無償資金協力による看護教員養成校 東インドネシア地域からの多民族の学生達

プライドが高く高度医療や臨床看護指向の教員達 臨床看護指向の強い学生達

JICA看護教育プロジェクトの看護教員養成校での教育



保健ボランティア主体の乳幼児健診の実施

先駆的活動をしている地域への研修旅行 地区調査後に保健ボランティアの研修

保健ボランティアによる体重測定実習 プロジェクト終了後の継続確認

地区に出向いてのPHC実習の試み



途上国で活用できるＰＨＣの活動方法論を求め
国立公衆衛生院へ （１９８９～１９９６年）

• ＰＨＣの視点で日本の戦後の地域保健と保健師活動の
研究（国立公衆衛生院・専門課程）

• 国際医療協力研究委託事業「結核に関するプライマリー
・ヘルス・ケアの研究班」（主任研究者 石川信克氏）に
協力研究者として参加

テーマ：「日本の戦後の公衆衛生と結核対策における保
健師の果たした役割－静岡県における戦後の保健師活
動を通して考えるー」

↓

論文：「戦後の公衆衛生で保健師の果たした役割とプライ
マリー・ヘルス・ケアー国際協力への展望をふまえて」



専門職ＰＨＣワーカーの活動モデルを開発



兵庫県立（看護）大学での教育活動
（1996～2012年）

大学のスローガン“Think Globally ,Act Locally”へ共感

大学教育に国際保健・看護の教育を導入したい

インドネシアで地域看護指導者育成と研究を継続をしたい

インドネシアの経験を生かした国際地域看護の人材育成

↓

WHO本部で在外研究

インドネシア南スラウェシ州で地域看護推進プロジェクト

大学院で国際地域看護の人材育成

地域ケア開発研究所を拠点に国際地域看護研究会設立





２１世紀のＰＨＣの方向性を求めてＷＨＯ本部へ

ＷＨＯ本部で短期コンサルタントと
して在外研究（2000年６～10月）

本部でＰＨＣの方向性が得られず

↓

ヨーロッパ地方事務局訪問

（ソ連崩壊後の東ヨーロッパにおけ
る看護体制の再構築に努力）

↓

国際機関の役割の重要性を学ぶ

自己の限界とアジアへの関心増強

↓

アジアでの地域看護の向上を



インドネシアの保健政策の変遷（新政権成立後）

１９９９ 国家保健計画２０１０（ Ｉｎｄｏｎｅｓｉａ Ｓｅｈａｔ２０１０）
１）予防・健康増進を重視
２）保健医療従事者のプロフェショリズム

看護師の２０１０年目標値 ３７２，７００人
助産師 〃 １７６，９００人

３）地域健康保障制度の推進
４）地方分権化

２００１ 地方分権化
保健省州・県出張所廃止→州・県の衛生部に移管

２００４ 保健所改革→義務的事業と発展的事業の実施
保健所の看護師を地域看護師とし機能強化
州・県・保健所に地域看護コーディネーターを設置

２００５－２００９ 保健開発計画 保健省戦略的計画



保健所における地域看護師の役割
地域看護は発展的なプログラムであり、保健所の6つの主要業務を統合して、

横断的に実施する活動 (2004 保健省ガイドラインより）

健康増進
母子保健と
家族計画 栄養 環境衛生

伝染病の
予防と管理

治療

最低限のサービス基準の指標

発展的
事業

発展的
事業 地域看護



フィールド：インドネシア・南スラウェシ州

62.482,54 km²面積

マカッサル州都

7,379,370 人口

21県3特別市県市数

355保健所数

5469看護師数



Ⅱ インドネシア・南スラウェシ州での
PHCを基盤にした地域看護の人材育成

（2001～2011)

１ 日本での地域看護指導者育成のための

「PHCと看護」国際研修（２００１～２００３年）

２ インドネシア「地域看護コーディネーター育成」

プロジェクト（2005～2007年）

３ 南スラウェシ地域看護自立推進プロジェクト
（2008～2010年）



「ＰＨＣと看護」研修開講式 PCM講義、演習、ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝの発表

帰国半年後のアクションプランの実施状況の報告会

「ＰＨＣと看護」国際研修のプロセス

アクションプランに基づくＰＨＣ活動



県地域看護コーディネーター研修の実施

運営会議でのコーデイネーター調査結果報告 モデル保健所の老人保健相談の視察

ＰＣＭ手法を用いた問題分析の演習 地域看護育成研修の参加者と帰国研修員



地域看護コーディネーター育成プロジェクトのシステム

Indonesia  

兵庫県立大学
地域ケア開発研究所

保健省看護課
地域看護指導者1名

ハサヌディン大学
医学部看護学科

地域看護指導者５名

JICA

南スラウェシ州衛生部
地域看護指導者５名

州内２４県・
市衛生部

兵庫県関係機関

（共同研究）

6モデル県
地域看護指導者５名

ＪＯＣＶ看護隊員

モデル保健所

重点地区

３５５保健所



JICA帰国研修員とJOCＶ看護隊員

「インドネシア地域看護セミナー・ワークショップ」
プロジェクトの総括として開催 （２００７年１２月）



南スラウェシ地域看護自立推進プロジェクト
メンバーとJOCV看護隊員の協働（2008～2010）



地域看護コーディネーター達による
南スラウェシ州地域看護の発展を期待して



Ⅲ 看護教育における国際保健・看護の人材育成

• 看護基礎教育（看護系大学 看護専門学校）

２００９年カリキュラム改正で統合科目として国際看護学が開始

(国際的視野で諸外国との協力を考える内容）

• 修士課程 （高度実践看護者の育成）

ＪＩＣＡ，国際ＮＧＯ等の専門家として管理的役割が担える人材育成

• 博士課程 （研究者、教育者の育成）

国際機関(ＷＨＯ，ＵＮＩＣＥＦ等）の専門家

国地域際看護学の教育者、研究者

＊現任教育（国際協力実践者の育成）

日本看護協会の研修「世界の健康問題と国際看護活動」

ＪＩＣＡ青年海外協力隊やＮＧＯで国際協力の実践者の相談



看護基礎教育のための国際看護のテキストづくり

２００５年１１月発行 ２０１２年１月発行



修士課程 国際地域看護領域の構造

修士論文作成

公衆衛生学 地域看護学

国際保健学 国際地域看護学概論

地域開発論

看護実践研究計画
国際地域看護実践演習Ⅲ（国内）

国際地域看護実践演習Ⅱ(海外）

国際地域看護演習Ⅰ（インドネシア）

国際地域看護活動論

１年前期

１年後期

２年後期

２年前期

（１年夏季休業）

基盤（既習）

国際保健医療学会
西日本地方会で活動報告



県衛生部長への表敬訪問 研修会への参加

日本の保健師活動について紹介 現地の大学での会議への参加

南スラウェシ州で国際地域看護演習



修士論文のテーマ
・インドネシアの地域助産師によるハイリスク妊婦ケアの現状から考える管理方

法の検討

・インドネシア共和国Ａ県モデル保健所における地域看護師が行う家庭訪問に
ついての認識と実態

・ミクロネシア連邦における糖尿病外来受診者に対するウォーキング実践のため
のアプローチ

・パラグアイ共和国における看護職に対する継続教育実施後の効果的フォロー
アップの検討

・ニカラグア共和国Ａ市の家族計画外来における１０代女性の相談中断者対策
の検討

・ホンジュラス共和国Ａ市における保健ボランティアの家族計画活動の実態と看
護職に期待される役割

・セネガル農村部における基礎保健員の継続的活動を支える住民側の要因

・ブルキナファソ共和国農村部における保健医療従事者の妊娠中のケアに対す
る認識と活動

・在日外国人母子への乳児訪問における保健師の対応の困難さとその対処方
法に関する検討

・外国人支援者が捉えた看護師の対応－在日外国人の外来受診時における看
護師の適切な対応方法の検討

・西欧における日本人学校の養護教諭が捉えた児童生徒の健康管理の特殊性



大学院での国際地域看護人材の育成

• 修士課程修了者（１４名）

内 JICA青年海外協力隊経験者 8名

修了後の進路 博士課程進学 ４名

ＪＩＣＡ専門家 １名 国際ＮＧＯ職員 １名

大学教員 ５名 臨床 ４名

海外在住者 シンガポール１名 カナダ １名

• 博士課程修了者（４名）

内 JICA青年海外協力隊経験者 1名 留学生 1名

修了後 全員大学教員（基礎看護学、地域看護学、

国際看護学） → 全員 教授に昇格



国際地域看護研究会の設立（2001年）

• 発足の目的：国際地域看護の仲間づくりと国際地域看護

の実践を集積して国際地域看護学の構築

国際地域看護学の大学院生と修了生の交流の場

国際地域看護の実践者、教育者、研究者の交流の場

兵庫県立大学地域ケア開発研究所を拠点

・2001～2006年 テーマ：アジアにおける地方分権と地域保健

地方分権後の地域看護職の役割

毎年、国際保健医療学会で自由集会を開催し、学会員との交流

・2021年 国際地域看護研究会の20周年記念シンポジウム



国際看護の未来を後輩に託す

国際地域看護研究会・国際保健医療学会西日本地方会合同主催

森口教授 退官記念シンポジウム（２０１２．２）



コロナ後、4年ぶりに南スラウェシ州訪問

地域看護会議で地域看護リーダー達との再会
(2024.5)

南スラウェシ州からインドネシアの地域看護の推進


